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標高差 700m、制限時間 5 時間の山旅を支える地図。どんな登山地図よりも正確に現地を表現している。ハイカーの多い美ヶ原高原山頂部は

「歩行指定区間」として、走ることを禁じている。この部分をどう戦略に組み入れるかも競技の一部なのだ。「歩行指定区間」での上限速度は

時速 6km。行動はGPSにしっかりと記録されている。 

 

「山の日」が制定された。山

岳都市松本ではこれにちな

んだ行事が行わる。ロゲイニ

ングもそのひとつだ。 

 
2015 年 9 月 13 日（日） 長野県松本市 

美ヶ原高原ロゲイニング大会 

 
家族 

1 位 Team Heart Golds 1305 点 

2 位 Fighting rabbits 1079 点 

混合 

1 位 チーム Takigawa 1542 点 

2 位 チーム遠足 1414 点 

3 位 山で遊び隊 1387 点 

女子 

1 位 チョコみん 1122 点 

2 位 montate 967 点 

3 位 南無ザイル 863 点 

男子 

1 位 はぴとれチームＹ 1476 点 

2 位 早実 OC 寿会 1232 点 

3 位 ㈱アジオカ 765 点 

 
スタート前の総勢 30組 

募集枠いっぱいの参加者が集まった。 

ワイルドだぜ 
会場の標高が 1400m。テレインの最高

が標高 2034m。がっつり山岳系のロゲイ

ニングイベントだ。広大なこのフィー

ルドに信号機はひとつもない。ロゲイ

ニング本来の姿なのだが、街ロゲ全盛

の今にあって異彩を放っている。 

 

安全管理 
美ヶ原ロゲイニングはチームしか出

場を許していない。それは複数人で危

機管理をしっかりと行うためだ。 

それだけではない。今回は GPS 端末

を使用し、競技中のチームのトラッキ

ングを行った。競技中のすべてのチー

ムに小型端末を持たせ、競技を行った。 

 

 
GPSトラッキング運用中の PC画面 

全参加チームの位置が把握できる。 

地図の範囲外に移動しているチームがあり

所持を義務付けている携帯電話に即連絡。 

 

これらの安全管理方式は、もちろん

山岳における安全な競技を確保するた

めである。GPSトラッキングシステムの

登場で、主催側の多くのかたに競技の

安全性を納得していただくことができ

るようになった。 

そのためこのような山岳地での開催

にも関わらず、松本市が主催に積極的

に乗り出してくれることになった。 

松本市は北アルプスや美ヶ原高原を

持つ山岳都市でもある。安全で他の観

光客と共存できるのであれば大いに山

間地を盛り上げてもらいたいというと

ころだ。 

 

山は楽しい 
今回の大会も参加者には好評だった。

それは美ヶ原高原が持つ魅力が参加者

を惹きつけたにほかならない。コース

としては山道のバリエーションが少な

いので単調気味だったが、それでも参

加者のルートはきれいに分かれてくれ

た。難易度設定も適当だった。 

またこの山域での開催を希望する参

加者の声もいただいた。おそらくこの

山域を使った競技はこれからも開催す

ることになるだろう。 

（木村佳司） 

 

標高 2000mのテレイン 
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